
1 .事業細目:パス資源抑制対策実験事業費 予算額 5，∞0千円

2.研究名:オオクチパス、ブルーギルのエリ漁獲標本調査 予算区分

3.研究期間:平成元年度.......3年度 4.担当者:桑村、大江、太田(滋)

5.目的

エリで漁獲されるオオクチパス(以下パスという)および、ブルーギルの諸特性の把握と、標

本採集漁具としてのエリ漁具と、その標本の評価を行う。

6.方法

琵琶湖南湖のエリで漁獲されるパスとプルー

ギルを平成元年5月より、エリ休漁期を除き

定期的に採集した。採集日に漁獲された両魚

種はすべて持ち帰り、当日もしくは冷凍保存

した後に体型測定を行った。測定は、全長、

体長(被鱗体長)、性別、および必要に応じて

体高、体幅、胃内容物について行った。

標本の測定結果から、標本ごとの体長組成

を明らかにし、その組成から年級群の分離と

年級ごとの平均体長の算出を試みた。

7.結果の概要

・体長組成

パスの体長組成には、いくつかのモードが

見られ、これまでの知見からすると、 4月と

5月に見られる 2つのモードは 1年魚、 2年

魚 (6月からは2年魚、 3年魚となる群)で

あり、また7月に10.......20cmの聞に表れるモー

ドは1年魚、11月に5.......15cmの聞に表れるモー

ドはO年魚であると判断される。そして2月

には2、3年魚を中心とする大型魚が漁獲さ

れている(図 1)。

ブルーギルについても、これまでの知見か

ら、 4月と 5月に見られる 2つのモードは 1

年魚、 2年魚 (6月からは2年魚、 3年魚と

なる群)であり、 7月以後に表れる10cmまで

のモードが1年魚であると考えられる(図2)。

.年級ごとの成長

パス、ブルーギノレの各年級群の平均体長を

つないだ曲線を年級ごとの成長曲糠として見

ると、成長パターンは、成長期と停滞期に分

けることができる(図3、4)。

これまでの研究でもパスの成長パターンは

6月から10月にかけて成長し、 11月から4月

にかけてほとんど成長しないと言われており、
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なお、年級の表し方は、パスおよびブルー

ギルの稚魚が水域に出現する、 6月始めを境

に一年級更新することとした。

今回の調査結果とも一致している。またブルー

ギルの成長曲椋についても同様に成長期、停

滞期のパターンが見られた。

・エリによる標本の評価

エリによる標本採集は、一度にまとまった

数の標本を得ることができ、体型、年令組成、

性比、他魚種との混獲状況の調査に対してそ

の標本は適しているが、漁具の特性として、

パス、ブルーギルのO年魚が捕獲されにくい

こと、漁期に制限があること、食性調査の標

本としては、つぽ網内で他の生物を捕食して

いた場合、胃内容物が自然水域と異なるなど

の問題がある。

したがって、調査目的に応じた質のよい標

本を得るためには、漁具の欠点を補い合う複

数の漁具(たとえば小型魚の採捕には投網、

小型定置網、食性調査では地曳網など)を併

用する方法が好ましいと考えられる。
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豊田のエリで漁獲されたブルーギルの体
長組成の月変化
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9.今後の問題点

・成長曲線の比較、検討と生息環境の関係の解明

.他の漁具による標本の分析と評価

10.次年度の具体的計画

・外来魚資源動向調査マニュアルの作成
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